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クレタ島 (Crete) は､ ギリシア (公式名ギリ
シア共和国 Hellenic Republic) に属する島で､ 面
積は約8300平方キロメートルである｡ 地中海に浮
かぶ美しい島であり､ 紀元前2000年頃に栄えたク
レタ文明 (Crete Civilization､ ミノア文明とも言
う) の遺跡が今も残っている｡ 代表的な遺跡はク









女性や妖精 (ニンフと呼ばれる) と恋をした｡ そ
の恋人の一人がエウローペー (Europa､ ラテン名
エウロパ Europa｡ ギリシア名と同じ綴り字) で











































































































































島は､ 現在イカリア島と呼ばれている｡ 現在､ ク
レタ島にはラビリントスの廃墟が残っている｡
また､ 20世紀の偉大な小説家であるアイルラン
ド人ジェイムズ・ジョイス (James Joyce 1882－
1941) はその小説 『若い芸術家の肖像』 (A







｢意識の流れ｣ (stream of consciousness) という
手法を英文学史上初めて用いたこの小説は見事に
成功して､ ジョイスは世界的な作家となったので
ある｡ 彼の代表作は 『ユリシーズ』 (Ulysses,
1922) と 『フィネガンズ・ウエイク』 (Finnegans
Wake, 1939) である｡
以上に述べてきたように､ クレタ島にはギリシ
ア・ローマ神話に出てくる神や人間が多く関わっ
ているのであり､ 彼らは現代に至るまで世界に大
きな影響を与えてきているのである｡
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